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要旨
　日本列島の中では、文献史資料に依って確認を取ることが可能な古代以降の時期に限定してみて
も、幾多の自然災害―気象災害、津波や地震災害、伝染病の蔓延等―に見舞われ、その度に住民等
を苦しめて来た。現在の新潟県域に該当する地域に於いても、当該地域特有の気象条件より齎され
る雪害を始めとして、大風、大雨、洪水、旱魃、地震、津波、火山噴火、そして疫病の流行といっ
た災害が発生当時の民衆に襲い懸かっていた。しかし、民衆はそれらの災害を乗り越えながら現在
に続く地域社会を形成して来たのである。筆者は、従前より、当時の人々がこうした災害を如何に
して乗り越えて来たのかという、「災害対処の文化史」を構築するのに際し、近年自然災害が頻発
している新潟県域を具体的研究対象地域として取り上げながら、その検証作業を行なっているとこ
ろである。本稿では、前稿に引き続き、室町時代の中期以降、中世後半期に至る事例の検出と、民
衆に依る災害対処の手法とに就いて、更に検証作業を進めた内容を明らかにするものである。
はじめに
　現在の新潟県域にほぼ該当する旧国名である越後国、佐渡国に於いては、有史以来、文献上で確
認をすることが可能な事象に限定してみても、数多くの天災、地変が発生し、その度に住民等を苦
しめて来た。そして、それらの災害は現在でも尚、当該地域の住民の生活に大きな影響を与え続け
ているのである。又、この地域特有の災害、つまり雪害（大雪による被害）もまた同様である。し
かし、人々はその様な災害を、一面では止むを得ないものとして受け止め、克服しながら現在に至
る地域社会を形成、維持、発展させて来た。こうした自然災害自体の発生に関しては、歴史学の分
野に於いても、具体的な事例の検証作業が進みつつはある。武者金吉氏による『増訂大日本地震史
料』（文部省震災予防評議会編、第１～３巻、４巻➡『日本地震史料』毎日新聞社発行）の刊行や、
それらを基にした『新収日本地震史料』〔東京大学地震研究所編、第一巻～五巻（この他に別巻9
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巻）・補遺（この他に別巻）・続補遺（この他に別巻）の全21冊、1981～1994年〕等の刊行によっ
て、近年「史料地震学」や「史料火山学」の分野での研究が進みつつある。しかし、それらの多く
は何時、何処で、何が発生していたのか、という個別的事例や事実の検証に留まり、残存史料の制
約もあり、それらの自然災害に対して、当時の人々がどの様に対処、対応をしようとしていたの
か、という観点にやや欠けているという研究の現状がある。⑴又、史料の残存状況から来る制約よ
り、それらの研究対象となる年代も近世以降のものが比較的多く、戦国期以前に於いては研究の量
も精度も下がってしまうという現状も存在する。そこで今回は、本稿に於いて現有の文献史学から
齎される情報より接近することが可能なものに就いて、出来得る限りの検証を試みたいと考える。
筆者は文献史学の分野から接近可能な「災害対処の文化史」という新たな歴史学の一分野を開拓し
て行くのに当たり、最初の具体的研究対象地域として、近年、自然災害が頻発している新潟県域を
取り上げて調査、研究を進めているところである。
　筆者は、当該地域における災害対処の文化史の内、古代、平安時代の後半期、更に室町初期に至る
迄の事例の検出と分析、それに加えて人々の対処法の歴史については既に発表を行なっている。⑵本
稿は、その続編として作成したものであり、更に続けて中世後半期、室町後期に至る期間を主たる
研究対象とし、文献史資料に依り確認することができる各災害事象に就き、主として気象に拘わる
もの（自然現象を含む）と、地震や火山等に拘わるものとについて、夫々の災害に対し、当時の
人々がどの様に対処をしようとしていたのか、そしてどの様な災害観を持っていたのかを、各災害
事例の検出と共に、可能な限り検証してみたいと考える。
１．室町中期の越後国、佐渡国に於ける災害発生の状況
　前稿⑶では、鎌倉時代より室町時代の初期に当たる応永年間に至る迄の自然災害の発生状況と、
それらに対する当時の人々による対処の手法とに就いて検証を試みた。ここではそれに続く室町中
期以降の災害発生の状況と、それらに対しての人々の対処の仕方に就いて見てみることとする。
　先ず、寛正２年（1461）年であるがこの年には越後国は飢饉に見舞われていた。そもそもこの寛
正という年号に改元されたのは、長禄４年（1460）12月21日のことであったが、その契機となった
のは天下飢饉より脱する為であった。しかし、改元を実施しても飢饉は収束しないばかりか、寛正
２年には「寛正の凶作」と称される程、状況は悪化していた。当時、改元を実施することも、飢饉
から脱する為の為政者側からの対応の一つであった点にも着目すべきである。越後国種月寺⑷所蔵
の「耕雲種月開基年譜私録」には、「寛正二年辛己、天下飢饉、越後（米）一升百三十文宛」⑸という
記載があり、米価が一升当たり130文に迄上昇したというのである。これには、当時恒常化してい
た天候不順等、自然的要因による米の収穫量の低下=供給量の低下、が主たる原因として存在して
いたと推測されるが、それに加えてそうした供給量不足や米価の高騰に着目した問丸等による米の
買占め行為、つまり人為的要因も存在していたかもしれない。江戸時代には飢饉時に商人、大名等
に依る米の買占めや、売り惜しみ行為が発生し、その結果米価の高騰を引き起こし、飢饉に拍車を
かけることもあったが、こうした、自然的（及び人為的）な理由から齎された飢饉によって、「（寛
正）元年庚辰、天下飢饉、疾病餓死病死人不知数、人種（ヒトダネ）失三分二云々」（「立河寺年代
記」）⑹という有様であったという。日本中で栄養不足が原因と考えられる疾病が蔓延し、餓死者、
病死者が多数発生したとする記事には信憑性があるが、当時の日本人の三分の二が死亡したとする
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数字は果たしてどうであろうか。三分二という語を形容詞として解釈すれば、それ程迄に凄まじい
飢餓状態にあったという理解も可能であろう。実は、寛正２年の５月には京都で鴨川の水が涸れる
（「続本朝通鑑」）という事態が発生したかと思うと、翌６月４日には京都で大雨が降っている。「蔭
凉軒日録」⑺同日条には「久雨洪水。洗滌洛中死屍之悪也。快哉」という記述があって、久しぶり
の降雨が京都に洪水を齎したとしているので、京都の様な狭小な町に於いて本来ならばそれは災害
に繋がる恐れのある事象であるのだが、当該日記の記主は快哉と記述している。それ程に近年の飢
餓状態はひどく、特に都での飢餓状態は、地方より食料を求めてやって来る人々の流入によって加
速されたであろう。都には元々彼らの需要を満たすだけの余分な食料は無かったのである。恐らく
は鴨川等の河原に放置されていたであろう餓死者らの無数の遺体が、この洪水によって洗い流され
て良かったとしているのである。しかもそれは死者を弔うべき立場にあった僧侶であり、しかも幕
府との繋がりも強い京都五山第二位、相国寺鹿苑院蔭凉軒主の季瓊真蘂による公用日記の記述中に
於いてである。都に於いてさえその様な状況であったことから類推すれば、それ以外の地域に於け
る飢餓の様相は決してそれを下回るものではなかったであろう。「続本朝通鑑」の記事の方は17世
紀の後半になって江戸幕府が編纂した日本史の通史に含まれるものであることより、当該事象の信
憑性という観点よりはやや留保する必要があるかもしれない。但し、「蔭凉軒日録」７月19日条に
よると、「為祈雨奉出御舎利一粒。蓋為被納于神泉淵（苑）也」とあって、室町幕府が相国寺の仏
舎利一粒を神泉苑に納めて祈雨を行なっているので、この年は天候不順の年ではあるが、基本的に
は旱魃の年であると言っても良いであろう。更に、そうした気候変動の傾向は越後国、佐渡国をも
含めて全国的に広がっていたものであったらしい。
２．室町後期の越後国、佐渡国に於ける災害発生の状況
　　～「泥雨」とは何か～
　ここでは、室町後期に於ける自然災害の発生状況に就いて検討を加えることとする。先ず、延徳
元年（1489）３月の下旬、「泥雨」が日本海側を中心とした、かなり広域的な地域に降った。「かな
年代記」には、「延徳己酉元年三月廿日、北国とろ（泥）ふる」⑻とあり、又「鎌倉大日記」延徳
元年条には「己酉、三月廿日北国中泥雨降」⑼という記述があって、更に「後太平記　二十四」には
「太疫流行之事」として「延徳元年三月二十日、山陰・北陸ノ両道ニ夥シク泥雨降テ、人家草木忽
チ土ニ埋ケル」⑽と述べており、「泥雨」が山陰地方より北陸地方に至るかなり広範な地域に降り
注ぎ、人々の生活に悪影響を齎したとする。では一体、この「泥雨」の正体とは何であろうか。先
ず「泥雨」なるものが降り注いだ地域に就いてであるが、「後太平記　二十四」では山陰、北陸地方
であるとし、「かな年代記」や「鎌倉大日記」では「北国」であるとしている。地域としての「北
国」の定義であるが、『日本国語大辞典』⑾の「きたぐに【北国】」、「ほっこく【北国】」の項に依
れば、何れの発音に於いても共通の意味としては、①北方の国、土地、地方、②北陸道の国々、の
二項を収載しているが、「ほっこく」と発音した場合にのみ、東山道の日本海側に当たる出羽国を
含む場合もある、としている。それ故、上記三史料で共通しているのは北陸道に属する若狭国、越
前国、加賀国、能登国、越中国、それに当該越後国、佐渡国であるが、「後太平記　二十四」ではそ
れに加えて更に西方の山陰地方をも含むとしている点が相違している。「後太平記」は軍記物であ
り、当該三史料の内では最も成立年代が新しいものと考えられ、⑿その意味に於いては記事の信憑
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性に幾多の留保が必要であるものと考えられる。又、「鎌倉大日記」は生田美喜蔵氏所蔵の「家伝
年代記」を基本に成立したとされる、鎌倉御所足利氏の事績を中心とした武家年表であり、彰考館
本系統の「鎌倉大日記」は、所収年代も最新で天正17年（1589）に迄下ってしまうが、それでも
「後太平記」よりも凡そ90年程成立年代が古く、それ故幾分真実に近づくことが可能であるかもし
れない。⒀何れにしても、北陸地方を中心とした日本海側の地域が「泥雨」の主たる降雨地帯であ
ると言ってほぼ構わないであろう。では「泥雨」自体の正体は何であろうか。可能性として考えら
れることは以下の３つに集約されるのではないであろうか。つまり、①火山噴火に伴う地下から空
中への大量の噴出物（火山灰等）が雨と共に地上に降り注ぐもの、②大陸より飛来する黄砂が雨に
混じって地上に降り注ぐもの、③日本海付近を急速に発達しながら東へ移動する低気圧、或は台風
の通過に伴なって大気の状態が不安定となり、局所的に急激な上昇気流（竜巻等）が発生すること
に依って地上付近の土砂が空中に巻き上げられ、それが上昇気流の弱まり、縮小や消滅に伴なって
地上へと落下して来るもの、の３つの可能性である。そもそも［泥］の字には、①水の雑じった柔
らかな土、②汚れ腐る、③弱い、④近い、⑤塗る、飾る、⑥糊で貼り付ける、⑦頂に雨水が溜まっ
て泥濘となった丘、⑧蟲の名、⑨川の名、⑩姓、⑪潤い濡れる、⑫なづむ、⑬ねだる、等といった
意味があるとされる。⒁又、これとは別に、『日本国語大辞典』では「でいう【泥雨】」の項を登載
しているが、そこでは「泥をはねあげるように激しく降る雨」の意味を掲げ、強雨の意味もあると
している。この場合には、特に降ってくる雨自体に土砂の含有が想定されてはいない。俳人小林一
茶は、文政３年（1820）には長女さとの死を記念して俳諧句文集である「おらが春」を編んだとさ
れるが、⒂そこには彼の「二葉ばかりの笑ひ盛りなる緑り子を、寝耳に水のおし来るごとき、あら
あらしき痘（イモ、天然痘のこと）の神に見込れつつ、今、水濃（膿）のさなかなれば、やをら咲
ける初花の泥雨にしほ（を）れたるに等しく、側に見る目さへ、くるしげにぞありける」という春
の文が収載されている。⒃これは最愛の娘であった、さと女が天然痘に苦しんでいる有様を描写し
た場面であるが、この文に織り込まれている「泥雨」は明らかに強雨（に晒されて萎れた花）の意
味で用いられている。⒄この資料自体は江戸時代の幕末期のものであるが、当該期には「泥雨」の
語が強雨の意味でも使用されていたことを確認しておく。但し、当該場面の季節が春であることか
ら、日本古典文学大系に於いて解説されている様に、上記②大陸より飛来する黄砂が雨に混じって
地上に降り注ぐもの、の意味が多少含まれていたとしても不思議ではない。
　さて、当該延徳元年３月の下旬に北陸地方を中心として降ったとされる「泥雨」に関して、個別
に検討を加えることとする。先ず上記可能性の①の場合にはどうであろうか。日本列島を含む中緯
度地域の上空付近を常時通過する偏西風（ジェット気流）の影響に依り、仮定の状況として、火山
噴火が存在しその降灰が北陸地方にあったとするならば、その火山は基本的には北陸地方より西方
に位置していなければならないであろう。⒅又、「後太平記　二十四」の記事が真実であったと仮
定すれば、その位置は更に山陰地方以西に迄拡大される。そこで、気象庁が発表した「火山噴火予
知連絡会による活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）について」（2003年１月21
日）⒆、〔及び宇平幸一氏「活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）について」⒇〕
を基に、北陸地方より西側の地域、及び北陸地方に隣接する地域に位置している火山の状況を見て
みることとする。先ず、別紙１（下記の図１）「新しい定義に基づく活火山分布図」を見ると、実
は日本列島の中でも東海地方以西、近畿地方から中国、四国地方にかけての地域は活火山の空白域
新潟産業大学経済学部紀要　第38号 61
図１：新しい定義に基づく活火山分布図
（別紙１）
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図２：活火山の分類（ランクわけ）
（別紙２）
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となっており、取り分け近畿地方や四国地方には活火山が一つも存在していないのである。又、山
陰地方や北陸地方にも殆ど活火山が分布していないことに気付くのである。
　図１に依ると、本条件に該当する候補の火山は、西から順に阿武（あぶ）火山群（ランクＣ、
山口県、活火山として追加、中世～近世初期の噴火履歴の確認；無し）、三瓶山（さんべさん、
ランクＣ、島根県、活火山として追加、中世～近世初期の噴火履歴の確認；約3,600年前の活動以
降にも時期不詳の火山活動があったと推定されている。火山活動の噴出物は主にデイサイトであ
り、降下火山灰、火砕流、溶岩噴出、火砕丘形成、火山泥流発生等があったとされる。特に火砕流
や火山泥流は遠方に迄到達した実績がある）、白山〔ランクＣ、石川県・岐阜県、中世以降の噴火
履歴の確認；天文16年（1547）３月４日➡不詳・山麓に地獄湧出、同17年➡不詳、同23年～弘治２
年（1556）➡小規模火砕流の発生・噴石に依り社堂が破壊・手取川に濁りが発生・川魚に被害発
生、天正７年（1579）９月27日➡噴石あり・神社が焼失・泥流が発生、慶長４年（1599）➡鳴動あ
り〕、御嶽山（ランクＢ、長野県・岐阜県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；直近の6,000年間に
於いて、昭和54年（1979）10月の水蒸気爆発以前には４回の水蒸気爆発が発生していたことが火山
噴火に伴なう地層中のテフラ（火山砕屑物）研究より判明している）、乗鞍岳（ランクＣ、長野県・
岐阜県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；9,200年前の噴火以降に数回の水蒸気爆発があったと
される）、アカンダナ山〔ランクＣ、長野県・岐阜県、活火山として追加、中世～近世初期の噴火
履歴の確認；１万年以降に活動年代不詳の（現在三角点が設置されている山頂を形成している）溶
岩ドーム噴出が発生したとされる〕、焼岳（ランクＢ、長野県・岐阜県、中世～近世初期の噴火履
歴の確認；約2,000年前に発生したマグマ噴火以降、約1,000年毎に４回の割合で水蒸気噴火が発生
したとされる）、弥陀ヶ原（ランクＣ、富山県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；直近の約４万
年間は静穏期に入っており、マグマに由来する生成物は生産されなかったとされる）、新潟焼山
（ランクＢ、新潟県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；正平16年・康安元年（1361）に山体が崩
壊する程の噴火活動があったとされ、火砕流も発生し現在のドームはこの時に形成された可能性が
あるとの指摘もある）、妙高山（ランクＣ、新潟県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；最新の
噴火は約3,000年前の水蒸気爆発であるとされるが、カルデラ内には小規模な爆裂火口が存在して
いて、当該活動はそれ以降に発生していた可能性も指摘されている）、横岳（長野県、ランクＣ、
活火山として追加、中世～近世初期の噴火履歴の確認；直近1万年間の詳細な活動は不明とされる
が、最新の降下火砕物は約800年前、つまり中世初期に噴出したと考えられており、その噴火に伴
ない八丁平溶岩が流出した可能性もあると指摘される）、浅間山〔ランクＡ、群馬県・長野県、中
世～近世初期の噴火履歴の確認；弘安４年（1281）７月３日➡噴火か？、大永７年（1527）５月➡
噴火、享禄５年（1532）１月14日➡噴火・火口の周囲８kmに渡って落下・降灰は120kmに及ぶ・
火山灰は降雨や溶けた積雪による水と共に山麓へ流出して人家や道路に被害を与えた、天文元年
（1532）➡噴火、天正10年（1582）２月16日➡噴火、同18年➡噴火、同19年➡噴火、文禄４年
（1595）➡噴火か？、慶長元年（1596）➡５月１日～５日に噴火し５日には噴石により多数の死者
が出た・８月19日に再び噴火、同２年４月➡噴火、同３年➡噴火、同４～５年➡噴火、同10年➡噴
火、同14年➡噴火〕、草津白根山（ランクＢ、群馬県、中世～近世初期の噴火履歴の確認；殺生溶
岩の噴火は約3,000年前とされる、記録に残る近世以降の火山活動では小規模な噴火や降灰・水蒸
気爆発を繰り返している）、となっている。
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　仮に当該延徳元年３月の下旬に北陸地方を中心として降ったとされる「泥雨」が火山噴火に起因
するものであったとするならば、その原因となった可能性が高いのは、上記の内、白山、新潟焼
山、浅間山、草津白根山の４つの火山であろうが、何れも延徳元年３月の下旬頃に噴火活動を行
なっていた証拠は今の処無い。別紙２（上記の図２）「活火山の分類（ランク分け）」に依れば、新
潟焼山、浅間山、草津白根山の３つの活火山に関しては、「１万年活動度指数」、「100年活動度指
数」共、ランクＢの活火山中にあっても、よりランクＡに近い所に位置しており、その面からは当
該条件に合致する可能性を残すものであると考える。又、過去に於いては長野県の浅間山（ランク
Ａ）や東京都にある三宅島火山（雄山,ランクＡ）の様に、実際に火山活動に伴なって「泥雨」
が記録、観測されていたことがあり、延徳元年の「泥雨」が火山噴火に伴うものであった可能性
が完全に排除された訳でもないであろうが、史料上、延徳元年３月下旬に降った「泥雨」が日本海
側を中心とした、かなり広域的な地域に降ったと推定されることを重要視するならば、当該「泥
雨」が比較的局所的に降る傾向を持つ、火山噴火によって齎された「泥雨」であると考えるのは困
難ではあろう。
　では次に、上記可能性の、②大陸より飛来する黄砂が雨に混じって地上に降り注ぐもの、の場合
にはどうであろうか。黄砂に関しては前稿に於いても言及したが、日本の史料上で「紅色雪」、
「泥雨」、「赤雪」、「紅雪」、「黄雪」等と記載されているのは、黄砂現象であろうと推定されている。
又、中国側史料中に於いて、「雨土」、「雨砂」、「土霾（ばい）」、「黄霧」等と称される黄砂の沈降現
象は、既に紀元300年以降「雨土」の発生年表が作成される迄に至っているのである。そして日本
よりも時間的に早く黄砂の影響を受ける、朝鮮半島に於ける最古の黄砂発生記録は、新羅の阿達羅
王（阿達羅尼師今）21年（174）春１月条の「三国史記　巻第二　新羅本紀第二」中に現れる「雨土」の記
載であった。これは時期的に見ても、黄砂交じりの雨である可能性が高いであろう。日本では、古
来より自然現象としての「降雪」自体から見ても、紅色雪の色彩から見ても、これは吉兆であっ
た。日本列島に迄飛来する黄砂は、中国北部・東北部、モンゴル等で、風に依り上空高くに迄巻き
上げられた細かい砂を主体とするが、その砂塵の中でも比較的大きな粒子の物は途中で落下し、日
本に迄運ばれて来る物（所謂黄砂）は100ミクロン以下の大きさの砂であるとされる。中んずく、
日本に迄運ばれて来る黄砂の主体は５―10ミクロン（0.005－0.01mm）の大きさの粒子である。黄
砂やそれを伴なって降る「泥雨」自体は、現代に於いても尚、各地に於いて認められている自然現
象である。例えば、近年、中国滞在中の日本人等に依って確認されている、降水を伴なった「沙塵
暴（黄砂）」の報告だけでも、1998年４月15日夜～16日朝にかけて（北京、泥雨）、2004年３月10日
（西安、泥雨）、2007年夏（南京、土砂混じりの泥雨が２回）等があったとされる。特に2010年３月
20日の未明より中国東北部を襲った黄砂は同年最大規模になり、その数ヶ月前からは同国西南部に
於いて100年に１度と言われる程の大旱魃に見舞われ、2,000万人以上の人々の飲用水が不足すると
いった事態に迄発展していた。このことからは、黄砂の発生が、森林伐採や過放牧という様な、
単なる現代的環境破壊（人為的な要因）に依るもののみに依って齎されていると言うよりも、寧ろ
気候変動に伴なう要因も無視することができないことを感じさせるものである。
　更に中国以外の地域に於いても、2006年３月13日には大韓民国の各地で黄色い降雪が観測されて
いるし、同年３月４日にはロシアのサハリンに於いて黄色い降雪があったとされ、同月13日に同国
の沿海州地方北部ではピンク色の降雪が報告されていた。又、日本国内に於いても、2001年（岩手
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県盛岡市、黄砂混じりの黄色い降雪）、2006年３月19日15:00頃（神奈川県横浜市、軽微な泥雨）、
2006年４月18日（宮城県大崎市鳴子町、泥雨）、2008年５月22日（北海道道東地方、泥雨）等の事
例があった。しかし、東アジア以外の地域に於いても、2006年３月９日（トルコ南東部のディヤル
バクル、嵐の後の泥雨）、2008年４月10日（イタリア南部サルデーニャ島、サハラ砂漠方面よりイ
タリア方面に吹く南風であるシロッコに依る赤い泥雨）、2001年（インド西南部のケララ州、二ヶ
月に渡って赤い雨、アラビア半島より運ばれてきた砂埃による）、2006年２月16日（アメリカコロ
ラド州、こげ茶色の降雪、アリゾナ州北部で発生した竜巻に依って巻き上げられた粉塵が雪に混
じって降下して来たもの）等が観測、目撃されている。つまり、世界史的な観点に立てば、泥雨自
体は自然現象として見た場合、程度の差異こそあるものの左程には珍しいものではないのである。
しかも、それらの現象は東アジアに於けるものも含めて、大抵の場合は砂塵嵐に依って上空に巻き
上げられた土砂が降雨と共に地上に降り注いだものであった。それが東アジアの場合には黄砂に
依って齎されたであろうことは、ほぼ確実であろうと類推されるのである。
　若しそうであるとするならば、「後太平記　二十四」にあった、「山陰・北陸ノ両道ニ夥シク泥雨降
テ、人家草木忽チ土ニ埋ケル」状態とは、一体何であろうか。上述の如く、「後太平記」は軍記物
であり、泥雨の降下を記録した当該三史料の内では最も成立年代が新しい物と考えられ、その意味
に於いては記事の信憑性に幾多の留保が必要であるとした。それ故、記事の表現には多くの読者を
想定しているという点に於いては、多少の誇張や嘘が混じっていたとしても、不思議ではない。実
際に泥雨が降下した範囲やその程度に就いては、更なる史料批判が必要であると思われる。「人家
草木忽チ土ニ埋ケル」という表現だけに着目すれば、火山噴火に伴なう雨混じりの降灰の様にも受
け取ることが可能であるが、先の分析より、当該延徳元年３月の下旬に北陸地方を中心として降っ
たとされる「泥雨」が、３月の下旬という、黄砂の発現し易い時期に当たることからも、実際には
雨に混じってやや大量の黄砂が沈降したものであったと見て良さそうである。それは、史料上「泥
雨」がこれ以前にも日本で記録されていたことからも裏付けられると考えるからである。つまり、
13世紀後半期～14世紀初頭に成立したとされる「吾妻鏡」の文永３年（1266）２月１日条には、
「一日乙丑。陰。雨降。晩泥交雨降。希代恠異也。粗考旧記。垂任天皇十五年丙午星如雨降。聖武
天皇御宇天平十三年辛巳六月戊寅日夜洛中飯下。同十四年壬午十一月陸奥国丹雪降。光仁天皇御宇
寶龜七年丙辰九月廿日石瓦如雨自天降。同八年雨不降井水断云々。此等變異。雖上古事。 災也。
而泥雨始降於此 言語道断不可説云々」という記事があって、恐らくは鎌倉周辺でこの日の夜に泥
混じりの雨が降ったのであろう。前稿でも指摘した様に、日本の鎌倉時代に該当する12～14世
紀の気温の状態は、それに続く15～19世紀のそれに比較すると、やや高めに推移していることが既
に分かっている。相対的に見れば、現在よりも鎌倉期の方が気候は冷涼であったと見ることも可能
である。但し、鎌倉期の気候が比較的温暖であったとする点では、寒冷期に増加傾向を示す大陸よ
りの黄砂も、当該期には発生回数が少なかったと見ることもでき、その日本への飛来や悪影響も限
定的であったすることが可能であろう。それ故、関東南部地域では、この時期に雨に混じって黄砂
が沈降すること自体が珍しかった為か、希代恠異也として、「吾妻鏡」の編纂者は旧記を元にこの
不思議な自然現象の検証を試みているが、彼が天平14年（742）11月に陸奥国で降ったと指摘した
丹雪こそが黄砂混じりの降雨であり、この時に鎌倉周辺に降ったものと同一であったであろう。
「希代恠異也」であり、又「言語道断不可説」というのが、この自然現象に対する当時の人々に依
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る一般的な見方であったものと考えられる。更に、当該延徳元年の泥雨が黄砂に伴なうものであっ
たことは、実際に発生していた、上記の歴史的な、そして今日的な諸事例よりも確認することが可
能ではあろう。
　最後に、上記可能性の③日本（海）付近を急速に発達しながら東へ移動する低気圧、或は台風の
通過に伴なって大気の状態が急速に不安定となり、局所的に急激な上昇気流（竜巻等）が発生する
ことに依って地上付近の土砂が空中に巻き上げられ、それが上昇気流の弱まり、縮小や消滅に伴
なって地上へと落下して来るもの、の事例はどうであろうか。当該延徳元年の泥雨は、季節が３月
の下旬であり、然も日本海側を中心としてかなり広域的な地域に降っていた、と考えられることか
らも、全くその可能性が無い訳でもないであろう。現在でも、10月～５月頃にかけて、大陸から
やって来る低気圧が日本海上や太平洋上を発達しながら日本列島付近を東へ移動する際、地上で突
風や竜巻が発生し被害を齎すこともある。場合によっては大陸より黄砂を齎すこともあり得る。そ
の点に於いては上記可能性の②とも関連するが、これに②程の広域性があるかどうかに就いては否
定的である。吉池聡樹、川村隆一氏に依る「日本近海の爆弾低気圧活動と大規模循環場との相互作
用」では、特に日本近海で短時間の内に、しかも急激に発達して、大雨、大雪、突風、強風、竜
巻、砂塵嵐、高波等の（被害の）発生に直接、間接的に関与をしているとされる爆弾低気圧に着目
し、これは夏季よりも冬季に於ける発生数の方が遥かに多く、冬季日本の気候に大きな影響を齎す
冬季東アジアモンスーンとの関係性も存在するとしているが、その強度がどの様にして爆弾低気圧
活動を規定するのかは不明であるとしている。但し、強モンスーン時には日本海や黒潮流軸・続流
域に於いて爆弾低気圧が頻繁に発達しているとも指摘する。これに従えば、当該延徳元年３月の下
旬に発生した泥雨が、爆弾低気圧活動に伴って発生した竜巻や砂塵嵐に依るものであったことも全
く否定することはできないが、当該史料より想定される当時の被害地域の広域性という面から判
断するとやや説得力に欠ける。
　上記の分析結果より類推すれば、被害発生のある程度の広域性という点に着目すると、延徳元年
３月の下旬に発生した「泥雨」に関して、はり一番可能性が高いのは②の黄砂混じりの降雨、とい
うことになろうが、一体これに対して当時の人々はどの様に対処をしようとしていたのであろう
か。事例紹介として、先に指摘した「吾妻鏡」の記事の場合には、元寇、つまり当時の中国大陸、
朝鮮半島との緊迫した政治的状況が反映されていたと見られるのである。ここでは、過去に発生し
たとされる自然的な変異の事例を引き合いに出し、それが当時の何らかの災いに繋がったとの見方
を示している。「予兆としての変異」としての認識であるが、それらは飽く迄も「希代恠異」で
あって、只管、畏怖の対象である。それ故、「言語道断不可説」としてそれらの変異をただ黙って
遣り過ごすしか、対処の方法を見出すことができなかったのであろう。唯、それらを遣り過ごす為
の唯一の積極的な対処法としては、神仏に祈りを捧げる方法があった。特に平安時代以降、為政者
から民衆に至る迄、唐より帰朝した空海が（真言）密教を紹介した影響もあって、その元で行なわ
れる様になっていた加持祈祷に関わる修法を僧侶に依頼し、彼らに依る問題解決に期待した面も
あった。陰陽師（道）に依る呪法も又、目的に依って加持祈祷と重複する面もあったが、民衆に依
る支持を受けていた除災の為の手法でもあった。これらの方法は、現在でも尚用いられている除災
の手法でもある。「予兆としての変異」として見た場合、当該「吾妻鏡」に於ける事例は、当時、
モンゴル〔の襲来（文永・弘安の役）〕と大きく拘わりを持たされていた可能性が示唆される。つ
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まり、当該記事の６ヵ月後に当たる、この年（文永３年）の８月には、モンゴル帝国の大汗位に就
いていたフビライ（世祖）は黒的、殷弘の両名を国信使として、高麗経由で日本へ派遣しようとし
たが、結局、高麗王が潘阜（はんぷ）を渡日させるという出来事があった。当時の日本はモンゴル
と敵対していた南宋と交易関係を通じて密接な関係があり、モンゴルを中心としたアジア情勢に就
いては反モンゴル感情を抱く宋僧より、南宋経由で得たものであったから、文永３年当時は鎌倉幕
府の連署を務めていた北条時宗が南宋寄りの外交姿勢をとり、フビライよりの国書に対しての返書
を拒否すると共に、朝廷と共に神仏への異国降伏の祈祷を行なっていたことからも、日本に於け
るこれらの反モンゴル帝国的行為が当時の日本の人々をして、何らかのモンゴルからの軍事的行動
を予想させていたとしても不思議ではないし、そうした不穏な空気の中で、文永３年２月１日夜に
降った（大陸より齎された不吉な）泥雨を、その事の前兆現象として捉えていた可能性は決して低
くはないと考えるのである。
　そして、延徳元年３月20日の「泥雨」に関しては、「後太平記　二十四」に次の様な一節がある。
即ち、「如何様是レハ天下ノ政道土塗ニ落ヌル験兆カト云ヒモ不果処ニ、同二十六日ニ、太樹（足
利義尚）卒（ツイ、ニワカ）ニ薨去御坐セバ、今ハ天災モ是ゾト怪ミケルニ、亦世上一般天行太疫
流行シ、諸国七道ノ民将棊（キ、碁石のこと）倒ヲスルガ如シ」とあって、これは同年の３月26日
に室町将軍足利義尚が、当時近江国守護であった六角高頼を幕命違反を理由として討伐する為に出
陣していた陣中に於いて、25歳という年齢で病没したことを受けての記事である。「後太平記」
に関しては、先述の如く史料批判が必要であるが、今はこの記述に従えば、当該「泥雨」を応仁、
文明の乱を経て、漸く世の中も、そして将軍義尚に依る幕府政治も安定を回復しつつあった矢先、
再び政道が今回の「泥雨」に依って「土塗」に塗れてしまう前兆ではないのかという悲観的な認識
を示している。そうした処、将軍義尚が若年の身でありながら、しかも近江国鈎の陣中で没してし
まうという非常事態に至ったことで、正にそのことが現実の政治的な問題として顕在化したことを
指し示しているのである。当該記事自体は近世に入ってから作成されたものであるが、強ち延徳元
年当時の人々の感情と乖離してしまっている様にも考えられない。やはり、「世上一般」の気持ち
としても、これに依り再び応仁、文明の乱当時の混乱した状況へと逆戻りしてしまっても困る、と
いう認識が主流派を形成していたとしても、それは少しも不思議なことではないからである。又、
丁度その頃全国的な規模に於いて発生していたとされる厳しい疫病の発生が、当該「泥雨」と関連
付けられているのも特徴的ではある。つまり、今回の験兆〔占いに於いて吉、凶を知る為の占形
（うらかた）〕に就いて、吉兆は関連させないが、凶兆に対しては、その全てを「泥雨」と関連さ
せ、それと共に葬り去り、流し去りたいとの「世上一般」の認識も強く存在していた可能性もある
ことを指摘しておく。
おわりに
　以上、本稿では中世後半期に於ける新潟県域に関わるところの自然災害発生状況と、それらに対
する当時の人々に依る対応とに就いて、各事例の検出と、災害対処という観点よりの検討とを行
なって来た。先ず、室町中期の状況を概観してみたが、そこでは寛正２年の越後国飢饉を事例とし
て検証を試みた。そもそもこの寛正という年号に改元されたのは、長禄４年12月21日のことであっ
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たが、その契機となったのは天下飢饉より脱する為であった。しかし、改元を実施しても飢饉は収
束せず、寛正２年には「寛正の凶作」と称される程、状況は悪化していたのである。「耕雲種月開
基年譜私録」に依れば、越後国では米価が一升当たり130文に迄上昇したとするが、更に日本中で
栄養不足が原因と考えられる疾病が蔓延し、餓死者、病死者が多数発生したとする記事には信憑性
があるが、当時の日本人の三分の二が死亡したとする数字には疑問を呈した。この飢饉に於ける、
越後、佐渡国での具体的な対応は類推の域を出ないが、一般的に都等の様に、人が多く集まる場所
では仏教思想に基づいた施行（せぎょう）が実施されたり、施餓鬼会を行なったりと、実際には仏
教上の行事を通した物的、心理的な民間に依る救済活動が広く行なわれていたものと考えられる。
当時の新潟県域に於いても、やはり人口の集積部を中心として、これに準じた状況であったものと
類推されるのである。
　次いで、室町後期の状況を検討する為の一つの事例として、延徳元年３月の下旬に日本海側を中
心とした、かなり広域的な地域に降ったとされる「泥雨」を取り上げた。先ず、地域としての「北
国」の定義を検討した上で、物理的にそれが如何なる自然現象であったのかに就いての検討を行
なった。その可能性として指摘したのは、①火山噴火に伴う地下から空中への大量の噴出物（火山
灰等）が雨と共に地上に降り注ぐもの、②大陸より飛来する黄砂が雨に混じって地上に降り注ぐも
の、③日本海付近を急速に発達しながら東へ移動する低気圧、或は台風の通過に伴なって大気の状
態が不安定となり、局所的に急激な上昇気流（竜巻等）が発生することに依って地上付近の土砂が
空中に巻き上げられ、それが上昇気流の弱まり、縮小や消滅に伴なって地上へと落下して来るも
の、の３つであった。結論として導き出したのは、実際に発生していた歴史的な、そして今日的な
諸事例よりも確認することが可能な②の事例であったが、「吾妻鏡」の文永３年２月１日条をも用
いながら論証を試みたのは、こうした黄砂由来の「泥雨」が「予兆としての変異」として為政者や
民衆に依って広く認識され、それらは飽く迄も「希代恠異」であって、只管、畏怖の対象であった
ことである。それ故、「言語道断不可説」と表現せざるを得ず、それらの変異をただただ遣り過ご
すしか、対処の方法を見出すことができなかったのである。そして又、吉兆は関連させないが、凶
兆に対しては、その全てを今回降り注いだ「泥雨」と関連させ、又その所為にして、それと共に葬
り去り、流し去りたいとの認識も存在していた可能性があると結論付けたのである。
註
⑴ 　東京大学地震研究所内には昭和59年（1984）に設立された「歴史地震研究会」があり、筆者もその会員の一人で
ある。当会の会誌として『歴史地震』を年刊で発行している。当会では、過去に発生した地震を中心とした災害に
対し、多角的に問題究明を試みている。諸学間連携の一つの事例として、前稿に於いて指摘した通りである。尚、
註⑵参照。ここでもやはり、研究動向としては個別の地震や津波、火山噴火自体等の究明、被害の検証に関わる研
究が多く、それらに対して当時の人々がどの様に対処をしようとしていたのか、という文化史的な側面に就いての
研究はやや手薄な状況となっている。但し、近年に於いては松岡祐也氏や西山昭仁氏等によって、未だ地震災害の
分野に限定されてはいるものの、当時の人々の震災への対応を究明しようとする先駆的な研究動向も部分的には見
出され始めている。松岡氏による「『言経卿記』に見る文禄五年伏見地震での震災対応―特に「和歌を押す」行為
について―」〔『歴史地震』（歴史地震研究会）第21号所収、153～164頁、2006年４月〕では、文禄５年（1596）閏
７月13日に発生した京都・伏見地震後に於ける民衆に依る対応を４つの観点（①避難②盗人への対処③「和歌を門
に押す」④地震再来の噂への対処）より整理され、特に③に就いては「門口という一種の境界を守ることによっ
て、家内における災難除け（地震除け）を期待したものであった」として、和歌が記された呪符を門口に「押す」
行為自体が、当時の民衆による不安感の顕在化したものであることを指摘されているのは注目される。又、西山氏
は、「『文禄５年の伏見地震直後の動静』―公家・寺社・朝廷を中心として―」（『歴史地震』第10号所収、１～17
新潟産業大学経済学部紀要　第38号 69
頁、1994年３月）、「文禄５年の伏見地震直後の動静②―武家・民衆を中心として―」（同第11号所収、１～14頁、
1995年３月）に於いて、前者では寺院（本願寺、東寺、醍醐寺、義演准后ら）や朝廷、公家（山科言経、冷泉為満
ら）を中心とした震災対応を指摘し、後者では武家、中んずく地震発生当時は伏見城内にいたとされる豊臣秀吉に
よる震災対応を類推している点が注目される。つまり、彼は城中で女装をしながら女房たちの中に潜み、地震後の
混乱に乗じた家臣等からの謀叛に備えていた、というのである。それ故、洛中、伏見の治安維持や救済活動等、秀
吉には実施できるだけの余力が無かったことも併せて指摘している。更に西山氏は、「文政三年（1830）京都地震
における震災対応」（同第17号所収、49～68頁、2002年３月）の中で、文政13年７月２日に京都市付近で発生した
文政十三年京都地震に対して、当時の人々が事後どのように対処していたのかを、公儀側（京都所司代、京都町奉
行）の対応、朝廷を中心とした対応➡地震祈祷や地震改元の実施、寺院や神社の対応、そして民衆の側からの対
応、というポイントを捉えながら検証されている。特に民衆の対応では、避難の様子、防犯、火災予防といった現
実的な対応の他にも、「地震考」や「浮世の有様」といった地震に対する見解や見聞を著述した著作物が成された
ことで、単に不安に駆られた民衆の存在ばかりではなく、冷静な目で客観的にそれを捉えようとしていた知識人の
存在をも指摘する。
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⒅ 　田村知栄子、早川由紀夫氏「史料解読による浅間山天明三年（1783年）噴火推移の再構築」〔『地学雑誌』（東京
地学協会）104⑹所収、843～864頁、1995年〕に依れば、同年に発生した浅間山噴火に伴なう降灰は、同山東側に
当たる関東地方一円のみならず、北側に位置する新潟、東北南部、南側の東海道、西側の西国に迄達していたこと
が「天明雑変記」、「浅間記（浅間山津波実記）」、「天明三同七天保四帳（抄）」等の史料の解析により読み取れると
指摘する。又、『国史大辞典』の「噴火」の項に依れば、「主要噴火一覧」に於いても、本稿で該当する様な火山噴
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⒆ 　地震予知連絡会は、従来より『日本活火山要覧』や『日本活火山総覧』を刊行して来た。しかし、近年の火山学
の発展に伴ない、過去１万年間に於ける噴火履歴を以って活火山を定義しなければならない、という国際的な認識
に基づき、活火山の定義を変更すると共に、日本でも1998年度以降に火山噴火予知連絡会が、国際的にも広く利用
されているアメリカスミソニアン研究所のカタログ（1994年）➡スミソニアン自然史博物館に依る「凡地球火山活
動プログラム」を参照―と同一の基準を用いて日本に於ける火山カタログを改訂、整備したものである。
⒇　京都大学防災研究所附属火山活動研究センター、2008年３月
 　「火山噴火予知連絡会による活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）について」気象庁、2003年
１月21日付け報道発表資料―別紙１、より引用、転載。
 　「火山噴火予知連絡会による活火山の選定及び火山活動度による分類（ランク分け）について」気象庁、2003年
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川谷之絵図」に記載された、同年６月１日に早川上流域で発生した大地震も、新潟焼山が火砕流の噴出を伴なう爆
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　『浅間山焼に付見分覚書』、『浅間山焼出記事（全）』、『浅間山大焼無二物語』等の史料より、天明３年（1783）７
月８日以降、浅間山の噴火に伴なって「泥ノ雨」が軽井沢、坂本、そして上州側でも降っていたことが明らかに
なっている。尚、田村知栄子、早川由紀夫氏前掲論文〔註⒅〕参照。
 　2000年８月14日、「泥雨を伴った小噴火の火山灰」が、三宅島火山総合観測班・地質グループにより観測されて
いる。尚、「三宅島噴火火山灰の構成物（特に粘土鉱物）の時間変化」（東京大学地震研究所）に依る。又、当該年
に於ける三宅島火山活動の概況に関しては、科学技術・学術審議会測地学分科会火山部会（第17回、2006年１月31
日）「特定火山調査票（三宅島）」参照。更に、大学合同観測班地質グループ・地質調査所「三宅島2000年８月13日
噴火と降下火山灰」に依ると、同８月13日の17：52頃からの降灰は「泥雨」状のまま降下し、その後地表に於いて
水と火山灰粒子の層とに分離したとする。降灰が止んだ時点では14mmであった火山灰層（固体粒子部と、表層の
水を含んだ部分との合計）の層厚は、その後の脱水によって徐々に層厚を減らしたとする。同14日早朝の時点で
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状となって地上のあらゆる物に付着して固まり、層厚が脱水に依って減少したとは言え、相当な重量を以って付着
した物を圧迫したのである。このことは、先に指摘した「後太平記　二十四」にある「夥シク泥雨降テ、人家草木忽
チ土ニ埋ケル」という状況を想起させるものである。
 　昭和20年（1945）８月６日、広島に投下された原子爆弾が爆発した約20～30分後に、爆心地より最大で北西方向
に長さ29キロメートル、幅15キロメートルの範囲に於いて、所謂「黒い雨」が降り注いだとされる。この降雨は爆
発によって発生した直接的な上昇気流によって齎された降雨と、爆発後の発生火災とによる上昇気流が重なって現
われたものであるとされている。原子爆弾の爆発直後に巻き上げられた灰や煤が、空気中の水分と結びついて降っ
た、放射性物質を含んだ雨である。
　註（２）参照。
　『三国史記（全）』（国書刊行会）1973年２月、に依る。
　『日本国語大辞典』の「こうさ【黄砂・黄沙】」の項参照。
 　『新潟日報』（新潟日報社）2010年４月19日付朝刊、９頁（総合、「エリナ・レター」）、朱永浩氏「北京に今年最
大の黄砂襲来」記事参照。
 　厳綱林、宮坂隆文氏「衛星データによる砂漠化進行の時系列分析と農業政策による影響の考察―中国内蒙古自治
区ホルチン砂地を事例として―」〔（総合政策学ワーキングペーパーシリーズNO.65）21世紀COEプログラム「日
本・アジアにおける総合政策学先導拠点」（慶応義塾大学大学院政策・メディア研究科）、2005年４月〕に依れば、
中国東北部に存在する、中国４大砂地の１つであるホルチン砂地を事例とした分析より、当該地域に於いては1960
年代以降に砂漠化が一貫して拡大して来たと指摘するが、その速度には時代による差異が認められるとした。つま
り、1960年～1970年代にはその速度が緩やかであったが、1980年代からは、流動砂丘の面積の拡大が急速に進み、
1994年～2000年迄の間に最大となった。両氏は、この様な時代に依る砂漠化進行のスピードの差異は同国の農業政
策や、それに基づく農業活動の変化に原因があるものと推測されている。当該研究は、現代に於ける、黄砂発生の
主要原因であるとされている、中国に於ける砂漠化問題を扱ったものであり、本稿に於ける論議とは直接的な関係
は薄いが、歴史的に見ても、この問題が時の政府に依る農業政策等に代表される人為的な要因に依って、大きく左
右される可能性があったことの裏付けとして、ここに紹介をしておく。又、新潟県域に於いても、文明８年（1476）
には、「北国紅ノ雪降ル、此事此後モアリ」（『訂正　越後頸城郡誌稿　上巻』越後頸城郡誌稿刊行会編、豊島書房、
1969年10月、262頁参照）、翌文明９年には「秋七月、雨紅雪」〔『越後野志（上）』歴史図書社、1974年３月、59頁
参照〕という記事がある他、『訂正　越後頸城郡誌稿　上巻』では更に、江戸時代に入って「〔寛延２年（1749）正
月〕二十九日朝六ツ時赤砂ノ如キモノ降リ、壱二寸積リ、今年ハ東郷山越ハ赤砂ノ如キモノ厚ク降リタリ、凡壱丈
六七尺嵩ムト云」、「安政三辰年（1856）大雪九尺九寸迄至ルト雖モ継足シナシ、此年モ紅雪一寸余降リタリ」（同
書284頁参照）といった、黄砂由来と考えられる降水、降雪に関わる記事を収載している。新潟県域でも、紅雪が
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強ち珍しい自然現象でもなかったことを示している。
　国史大系本（第33巻）『吾妻鏡　後篇』（吉川弘文館）2000年６月、による。
 　吾妻鏡は、将軍膝下の鎌倉に於いてその日その日の出来事を筆録する日次記の体裁を採用しているが、実際には
公家日記、寺社・幕府・御家人に依る記録や古文書類、そして文学作品迄を編纂の材料としている為、当該の記事
に記されている出来事が鎌倉で発生していたかの様な記載をしていたとしても、実際には鎌倉での出来事ではな
かった可能性がある。しかし、鎌倉以外の場所での出来事に就いては、実際の発生日より少しずらせた日付で
「（某）参着云」とか「（某）使者申云」といった文体をとっていることからも、当該文永３年２月１日条にある、
「陰。雨降。晩泥交雨降。希代恠異也」という、ほぼ客観的な事実を断定的に表記している場合にあっては、ほぼ
鎌倉での出来事として考えることが可能である。尚、『国史大辞典』の「吾妻鏡」の項参照。
　註⑵－③参照。
 　本稿は、第６回「異常気象と長期変動」研究集会、平成20年度京都大学防災研究所研究集会（20－K01）「気候
変動と異常気象―メカニズムと予測可能性」〔平成20年（2008）10月30日、31日に京都大学宇治キャンパス内木質
ホール３階大セミナー室で開催〕に於ける講演要旨として作成されたものである。
 　平成20年（2008）２月23日～24日、日本海北部を急発達しながら東進した爆弾低気圧（同23日03時からの24時間
で中心示度が26hPa低下）や、そこから南西へ伸びる寒冷前線の通過に依って、関東地方では各所で砂塵嵐が観測
され、日本大学文理学部地球システム科学科気候気象システム研究室の指摘に基づけば、西東京市の黄砂トラップ
にはこの両日で1平方メートル当たりに換算して6.5ｇ以上（暫定値）のダストが堆積したとする。更に、この中に
は少量ではあるが、黄砂の粒子も確認されたとする。この量は当該３年間に於ける同一地点での最大値を観測した
2006年３月20日の黄砂堆積量、8.8ｇ/㎡に匹敵したとされる。尚、遠藤邦彦、山川修治氏「２月23-24日の砂塵嵐と
爆弾低気圧～今冬の天候異変・異常気象海象を探る３」参照。上記の観測結果に於いても、発生の時期はやはり冬
季であることに着目しなければならない。
　『国史大辞典』の「文永・弘安の役」の項参照。
 　『国史大辞典』の「足利義尚」の項参照。又、新訂増補国史大系『公卿補任　第三篇』（吉川弘文館）1991年12
月、277頁参照。
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動研究センター、2008年３月
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●　早津賢二氏「新潟焼山火山の中世における火砕流噴火」（『火山』第２集・第32巻・第１号所収、1987年４月）
●　 松岡祐也氏「『言経卿記』に見る文禄五年伏見地震での震災対応―特に「和歌を押す」行為について―」（『歴史
地震』第21号所収、2006年４月）
●　『越佐史料』名著出版
●　『増訂大日本地震史料』文部省震災予防評議会、第一～三巻・四巻➡『日本地震史料』毎日新聞社
●　 吉池聡樹、川村隆一氏「日本近海の爆弾低気圧活動と大規模循環場との相互作用」〔第６回「異常気象と長期変
動」研究集会、平成20年度京都大学防災研究所研究集会（20－K01）「気候変動と異常気象―メカニズムと予測
可能性」講演要旨〕、2008年10月31日
●　新訂増補国史大系『公卿補任　第三篇』吉川弘文館、1991年12月
●　『国史大辞典』吉川弘文館
●　『増補　続史料大成　第二十一巻　蔭凉軒日録一』臨川書店、1978年９月
●　『増補　続史料大成　別館　鎌倉年代記　武家年代記　鎌倉大日記』臨川書店、1979年９月
●　『越後野志　（上）』歴史図書社、1974年３月
付表： 「鎌倉年代記」（鎌年と略す）、「武家年代記」（武と略す）、「鎌倉大日記」（鎌大と略す）に見る主要な災害記事
一覧（客星、彗星記事を除く）㊟13世紀～16世紀
　寛喜２年（1230）６月９日；降雪（美濃国薪田荘）➡鎌年
　寛喜２年（1230）９月16日；石が雨の如く降る（陸奥国芝田郡）➡鎌年
　寛喜２年（1230）８月８日；大風、五穀損亡➡武
　寛喜３年（1231）；天下大飢饉、疾疫➡武
　貞永元年（1232）11月13日；今年飢饉➡鎌年
　寛元２年（1244）正月５日；大地震➡武
　寛元２年（1244）４月～６月；大疫（欝陀鬼と号す）、３日か５日に於いて10歳以上の者で罹患しない者無し➡武
　建長５年（1253）６月３日；大地震➡鎌年
　正嘉２年（1258）８月１日；大風、天下損亡➡鎌年
　正元元年（1259）；天下大飢饉➡鎌年、鎌大
　弘長３年（1263）８月14日；大風➡鎌年
　文永２年（1265）２月１日；⇨「吾妻鏡」では文永３年（1266）２月１日とする　　雨泥交降➡鎌大
　弘安２年（1279）12月28日；大雪（２尺に及ぶ、同３年・４年共に大雪）➡鎌年
　正応４年（1291）７月１日；大雨、洪水、人家漂没、死人多数➡鎌年
　正応５年（1292）４月12日；大地震、打ち殺されたる者1,700余人➡鎌大
　永仁元年（1293） ４月13（又は12）日寅刻；大地震、山頽、人家多数顛倒、死者多数、大慈寺丈六堂以下埋没、寿
福寺顛倒、巨福山顛倒、炎上や顛倒は所々で発生、死人23,024人（23,044人、関東分）、建長寺炎
上・顛倒➡鎌年、武、鎌大
　延慶３年（1310）３月24日；大洪水➡鎌年
　正和５年（1316）５月～９月；三日病流布➡鎌年
　正和５年（1316）６月20日未刻；地震➡武
　正和５年（1316）６月21日辰刻；地震➡武
　正和５年（1316）６月27日午刻；地震➡武
　正和５年（1316）６月28日申刻；地震➡武
　正和５年（1316）７月４日辰刻；大地震➡武
　正和５年（1316）７月23日戌刻；大地震➡武
　文保元年（1317）正月以後；京都連々大地震、東寺塔振落、清水寺炎上、田村将軍影焼失➡鎌年
　元亨元年（1321）８月15日；夜半大風➡武
　元亨３年（1323）５月３日未刻；大地震➡武
　応永４年（1397）；旱損➡武
　応永18年（1411）５月６日；大地震➡武
　応永28年（1421）；春夏の境目の時期に天下飢饉疫癘、人民の死亡不可計数➡武
　永享５年（1433）５月21日午刻；大地震➡鎌大
　永享５年（1433）９月16日子刻；大地震、夜中三十余度、築地倒懸、二十日間地震は止まず➡鎌大
　文安元年（1444）３月３日；大小の豆降る➡鎌大
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　文安元年（1444）４月10日；大雹降る➡鎌大
　宝徳元年（1449）４月10日夜；大地震➡武
　宝徳元年（1449） ４月11（又は12）日；大地震、地裂山崩、京中所々築地残る所無し、その後連日止むことなく12
月に及ぶ➡武
　享徳３年（1454）12月10日；大地震➡鎌大
　長禄３年（1459）６月19日；大風、大洪水➡鎌大
　寛正元年（1460）２月９日戌刻；大地震➡武
　寛正元年（1460）５月25日午刻；大地震➡武
　寛正元年（1460）６月19日；大風➡鎌大
　寛正２年（1461）； 春夏の境目の時期に天下飢饉、疫癘、民間の死者が道路に充ち流水を塞ぐ、餓死者は天下の三
分のニに及ぶ➡武、鎌大
　寛正６年（1465）閏２月24日；大風雨、土 を破る、鶴岡若宮宝殿崩倒➡鎌大
　応仁２年（1468） ８月４日；寿福寺十三重塔倒、夜大風、極楽寺十三重塔顛倒、所々仏寺神社民屋以下破損多数➡
鎌大
　応仁４年（1472）；大旱魃➡鎌大
　文明18年（1486）；相州江島前海忽ち陸と成る、明応地震又為海➡鎌大
　延徳元年（1489）３月20日；北国中泥雨降る➡鎌大
　明応４年（1495）８月15日；大地震、洪水、鎌倉由比浜海水到千度檀、水勢大仏殿破堂舎屋、溺死人二百余➡鎌大
　明応６年（1497）９月６日；大風雨、所々大木吹折、社壇顛倒➡鎌大
　文亀元年（1501）４月晦日；大雹降如栗➡鎌大
付記： 本稿は、平成18年度新潟産業大学特別研究費による研究〔特別研究代表者：小林　健彦、研究課題：新潟県域
に於ける災害（地震、風水害等）の歴史と、それに対する人々の対処法に関する研究〕の実施に際し、その研
究成果の一部をまとめ、公表したものである。
日本の中世後半期に於ける災害対処の文化史74
